挨拶文概要

創部四十五周年おめでとう御座います。

一口に四十五年と言ってもこの間には、先ほど市長も祝辞で述べられたとおり、色々紆余曲折もあり関係者の方は存続の為の気苦労、大変だろうと思います。

創立当初に入部した小学校低学年生も現在は社会の第一線で活躍している人が多いものと思います。この部から巣立って中学、高校、大学、社会の剣道部で活躍している人も多いと聞いております。

個人的な考えですが、「剣道は礼に始まり礼に終わる」スポーツと言うよりは、精神的な面を重視する武道、或は武術だと思っています。

皆さんは既にご承知で釈迦に説法になるかもしれませんが、戦後直ぐ武道は占領軍により禁止され活動団体は解散させられクラブ活動も出来ませんでした。

昭和二十五年には「シナイ競技」というスポーツとして認められたけど発声の禁止、ポイント制などと現在の剣道とは違う部分も多かったと聞いております。
　

昭和二十七年に剣道や柔道など武道も正式に解禁となり中学校以上の正課にも取り入れられ復活し、昭和二十九年に当時の「全日本シナイ競技連盟」と「全日本剣道連盟」が合併して、審判の三人制等、一部シナイ競技のルールも引き継がれて、現在の「全日本剣道連盟」一本になったと聞いています。
今日の審判は主審と副審二名で行われますが、昔は主審一名の羽織袴姿で行われていたと言う話を聞いています。
遅くなりましたが、本日の長糸少年剣道創部四十五周年記念事業開催に遠路駆けつけて参加協力していただいた皆様方のご好意に長糸校区住民は感謝致しています。今後とも宜しくご指導のほど御願いします。
選手諸君は正々堂々と戦い、日頃の練習の成果を見せてください。
最後に「静中に動あり・動中に静あり」と言う気構えについての格言を皆様に贈りお祝いの挨拶と致します。
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